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　恵那市の最南部に位置し、小中学校が併設す
る山あいの学校です。

　地域をはじめＰＴＡの積極的な支援を受け、
全校生徒１６人は「小さな学校、大きな教育」を
合言葉に、地域に根差し地域の特色を生かした
取り組みに力を入れています。

【中山太鼓の伝承活動】
　地元に伝わる中山太鼓の伝承活動は２０年以上
も前から取り組み、太鼓保存会の指導を受けな
がら、先輩から後輩へと引き継がれています。

　これまでに、県内外をはじめ全国規模のイベ
ントに数多く参加し、素朴で力強い太鼓を披露
し続けています。
　昨年は、「芸術文化交流」や「みのじのみのり
祭」などに出演しました。
　また地元の文化祭や行事、近隣の福祉施設訪
問などでも中山太鼓の演奏を披露しています。

【福祉活動】
　地域のお年寄りの方との交流や老人介護施設
への訪問を通して「思いやりの心」を育てると
ともに、福祉・ボランティアについて学習してい
ます。
　地域のお年寄りの方と
の交流は生徒会が中心と
なり、年２回、春と冬に行
います。合唱発表やゲー
ム、昔の遊びやお話を聞い
て楽しいひとときを過ごします。また暑中見舞
いや年賀状などのお便りも続けています。

　施設訪問では老人介護施
設やデイサービスセンター
を訪問し、お年寄りの方と
交流や太鼓の披露を行いま
す。また施設の方からお話

を聞いて高齢者の福祉について考え、人を思い
やることの大切さを学んでいます。

【山林学習】
　山林資源の豊かな串原で
は、山の下刈り、枝打ち、間
伐などの作業を行います。
春にはナラの木などの原木

に菌を打ち込み、栽培したシイタケを販売して
生徒会の活動費に充てていま
す。昨年からは、新たに炭焼
きの学習も加わりました。
　こうして、恵まれた地域の
学習環境とかかわりながら、ふるさとへの愛着
や誇りを心に刻み、それぞれの未来をたくまし
く生きていくための力を育てています。
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串原中学校
生徒数　１６人　学級数　３学級
住所　恵那市串原４０８３番地２
�０５７３-５２-２５００（代）学校ホームページ http://www.kushihara-j.ed.jp/

ふるさとを愛し、より良い生き方を求める生徒の育成
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